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桜のつぼみがほころびかけ、春が到来しようとしています。春は「出会いと別れの季節」です。

各クラブでは卒会式および、新年度を迎える準備を進めています。 

０９年度４月より、当法人の運営するクラブは１１ヶ所となります。新規開設クラブが３ヶ所

あり、現在開設準備を進めているところです。組織が大きくなることにより、事務局体制を強化

し、より安定した運営となるよう、努力してまいります。 

当法人の運営している学童保育クラブは全て指定管理者制度によるものであり、それぞれの指

定期間は、以下のとおりです。09 年度は再選定の対象となるクラブがありません。 

   

   クラブ名 場 所 指定期間 

大蔵学童保育クラブ 大蔵小学校内 2009～13 年度 

金井学童保育クラブ 金井小学校内 2007～10 年度 

高ヶ坂けやき学童保育クラブ（新規） 高ヶ坂小学校内 2009～13 年度 

図師学童保育クラブ    （新規） 図師小学校内 2009～13 年度 

そよかぜ学童保育クラブ 南第二小学校内 2009～13 年度 

つくし野学童保育クラブ  （新規） つくし野小学校内 2009～13 年度 

鶴川学童保育クラブ   鶴川第三小学校内 2008～10 年度 

どろん子学童保育クラブ  南第四小学校隣接 2008～10 年度 

なかよし学童保育クラブ 忠生第一小学校内 2009～13 年度 

成瀬学童保育クラブ 成瀬センター隣接 2009～13 年度 

わんぱく学童保育クラブ 小川小学校内 2009～13 年度 

 

また、今年度まで当法人が運営してきました「相原たけの子学童保育クラブ」が、4 月から相

原子どもセンター「ぱお」が開設することにともない移転し、運営も町田市直営へと移管します。 

3 月に入り、公立クラブ指導員との引継を行ってきました。3 月 30

日・31 日は子どもセンターで保育を行うことになりました。 

運営は直営へと移管しますが、相原たけの子学童保育クラブ保護者会

との交流・連携は今後も継続していきます。



 たけの子クラブ 25 周年記念式典  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８３年に相原の地に学童クラブが誕生しました。それ

は保護者の熱い思いと、それに賛同して一緒に立ち上げた武

田指導員の努力あってのこと。子どもを真ん中に置いて保護

者と指導員が手をつなぎ、地域に守られながら保育してき

た・・・それは２５年たった今でもたけの子に引き継がれて

います。 

この２５周年を機に新しく生まれ変わるたけの子クラブで

すが、この地にしっかりと根を張って更に成長し続けてほし

い、と願っています。 

相原たけの子学童保育クラブ指導員代表 上野 

 

２月１５日。春のように暖かったこの日に「たけの子クラ

ブ２５周年記念式典及び祝賀会」を開催いたしました（本当

は２６年目）。 

相原小学校の体育館をお借りしての記念式典。地元、堺中

学校の吹奏楽部による演奏で始まりました。そして来賓挨

拶・スライド「たけの子クラブの歩み」に続き、ＯＢ・ＯＧ

の子どもたちがそれぞれたけの子クラブの思い出を語りま

した。「やっぱりキャンプが楽しかった」という声にお父さ

んたちはにっこり（長い間お父さんだけのキャンプを続けて

います）。そして現役の子どもたちは「よさこい」や「和太

鼓」を披露し、大きな拍手をもらいました。 

場所をサンエールさがみはらに移しての祝賀会もつい時間

がたつのも忘れてしまうほど、楽しい会でした。 

２００９年４月からクラブの場所と運営形態が変わります

が、「子どもたちのために」という原点を忘れず、新しいた

けの子の伝統を築いてくれるものと期待しております。最後

に多数ご列席いただいた来賓、ＯＢ・ＯＧ、法人関係の方、

そして堺中学校吹奏楽部に改めて御礼申し上げます。 

保護者会長 佐藤 英一 
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 なかよしクラブ３０周年記念式典  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０年間ここまでつづけてこられた喜びと、たくさんの皆

さんに支えていただいたありがたさを体中に感じることが

できた式典でした。若い指導員が記念誌に「北さんは私が生

まれる前からここに居たんですね」書いていました。なんだ

かとてつもなく長い歴史を感じました。子が親となりまた

「なかよし」にやってくるそんなよろこびも感じさせてくれ

ました。色々な思いを持って「なかよし」の第１歩からここ

までたどりつくことができました。式典当日ひさしぶりに会

ったなつかしい顔は、今まであった苦しかったことをも何故

だかすばらしい喜びにかえてくれたのでした。もちろんお酒

もとってもおいしかったです。 

なかよしクラブ指導員代表 北島 

 

2009 年 2 月 22 日（日）、忠生保育所なかよしクラブは

30 周年記念式典の日を迎えました。 

 第１部は、尐々あらたまった式典です。なかよしクラブ

のあゆみをスライドで紹介し、来賓の方々からご挨拶をいた

だきました。 

そして第 2 部。昼食をいただきながら、子どもたちも一緒

に参加の賑やかな会です。指導員の先生方への花束贈呈係や、

はじめ・おわりのことば係など、子どもたちの担当は、当日

の午前中に決定、本番に臨みました。「なかよし」の本領発

揮と言いますか…。歴代の運営委員長・保護者会長にお言葉

をいただき、子どもたちの出し物では得意のけん玉・お手

玉・こまの技を披露し、最後に合唱で締めくくりました。 

 第 3 部。会場をプレハブの第一クラブに移して祝賀会。

参加者それぞれが、なかよしの歴史を振り返り、話に花が咲

きました。今後も、元気で賑やかな「なかよし」が続いてい

くことを願って、会はお開きとなりました。夜の 9 時半過ぎ

に…。 

      保護者会会長  高橋 陽子
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理論講座 伊藤久美先生 

                                      

                 
当日は朝から冷え込み一日曇り空というあいにくの天気でしたが、受付開始前 

から続々と参加者が詰め掛け、広い会議室がほぼ埋まったところで全体講義とし 

て村山士郎先生(大東文化大学教授)のお話が始まりました。「学童保育の子ども観 

と生活づくり」というテーマで、現在、月刊『日本の学童ほいく』誌に連載中の 

内容を中心に話していただきました。 

子どもたちが今、どんな状況にあるか、どんな環境に置かれているのかをデータ    

を交えながら分かりやすく説明し、言葉を使って心を響かせ、気持ちが通じ合うよ 

うに導くことの大切さを、ご自身の身近な話題や、子どもたちの作文を引用して話されていました。終始、穏

やかな語り口で学童保育ならではの子育てのヒントや元

気をもらえるお話でした。 

午後は 4 つの分科会が行われました。 

入門講座Ａでは｢学童保育の生活で大切にしたいこと｣

と題して、小野指導員（金井クラブ）を中心に学童保育

の生活全般にわたった話をし、入門講座Ｂでは｢指導員の仕事 

と役割｣を、青木指導員（鶴川クラブ）、上野指導員（たけの子クラブ）を中心と

して、主に指導員にスポットを当てて学びあいました。後半はそれぞれ日々の実

践を振り返り、悩みを出し合うなど、活発な意見交換がされました。 

 理論講座は｢障がいのある子と学童保育｣というテーマで、成瀬台小コミュニケ

ーション教室の担当教諭、伊藤久美先生を講師に行われました。こちらも日々の

事例を挙げてのとてもわかりやすい具体的なお話に、

ついつい引き込まれ、熱心な意見交換がなされていま

した。 

 実技講座は｢絵本の読みがたり｣。講師の小松崎進先生（この本だいすきの会代表）

が、たくさんの絵本を次から次に読んでくださり、日頃忘れている読んでもらう心

地よさを実感し、とても癒されました。明日からまた子どもたちにたくさん本を読

んであげよう！という気持ちになる講座でした。                           

 当日の参加は１８クラブで、町田市の指導員のみならず各関係機関の方の参加があり、９４名が集まりまし

た。たくさんの方々のご協力ありがとうございました。（実行委員長 そよかぜ学童保育クラブ 三階） 

今 後 の 予 定  

４月 ４日（土） １９：３０～  ：事務局会議 公民館 学習室３ 

４月１０日（金） １９：３０～  ：調査研究委員会・広報委員会 公民館 視聴覚室・学習室１ 

４月１７日（金） １９：３０～  ：運営委員会 公民館 学習室２ 
 

編集後記 
●子どもの頃、春はあまり好きな季節ではありませんでした。友だちとの別れや新しい環境へ身を置く丌安などのせいだったのでしょうか。子どもはあっけらかん

として見えますが、丌安や期待など様々な思いを抱いているのではないでしょうか。ちなみにうちの会社もリストラで、あっけらかんとしてられない状況が続いて

います…。                                             （あおぞらクラブ保護者 伊沢）                          

●たけの子となかよしの記念式典では歴史の重さを感じました。今の日常もいつか、歴史の１ページになっていくのだと感じました。 

（大蔵クラブ指導員 松井） 

 『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。 

http://www.machida-gakudou.com 
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全体会 村山士郎先生 

 

実技講座 小松崎進先生 


